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1　 研究の 背景 と目的

　近年、自動 車交通による CO2 等の 地球温 暖化ガスを含む排ガス問題が深刻 にな っ て いる。この 問題

の 解決に は CO2
、
　NO2

、
　 PM 等の 排出量と相関が高い 自動車燃費の 向上が有効であ る 。 燃費向上 策と

して 、自動車メ ーカーや政府が燃費の 向上 に力 を注い で も 、 走行時に ドライバ ーが 、 例えば無駄な急

発進や急停止 を繰り返して い れば、燃 費向上の 効果が薄れて しまう。そ こで 本研究で は走行時の 排出

ガス 量を削減させる手段 と し て 、 ドライバ ーへ の 走行中の 瞬間燃費と 、 燃費の よい 運転 右法に関する

情報提供 を行 う装置 （以下 ；燃費計）を自動車に設置するこ とで 、 燃費向上 がどの 程度図れるか を実

走行実験よ り明らかにするこ とを目的に してい る。

2　 実験概要

　現在自動車の 多くはオー トマ チ ッ ク車であ り、 今後 もその 比率 が上昇すると考え られ るためオ
ー

ト

マ チ ッ ク の ガソ リン東 （日産パル サー、排気量　1500cc）を用 いて 実験を行 っ た 。 実験の コ
ー

ス は中央

大学春日校舎 （文京区）を起終点 とし 、 目白通 り、 新青梅街道等 を通 り 、 保谷市内で U ター
ン して 戻

る東京都 内の 往復約 39   で所 要時間 はおよそ 2 時間であ る。走 行条件の違 い を最小限に抑え る た め

に、シ ョ
ー トカ ッ ト （近道）、指定場所以外での休憩 、 エ ヤ コ ン をつ けるこ とは認めず、実験開始時間

も固定す る 。 被験者 （20 歳代男子学生）に はあら かじめ コ
ー

ス を地図等で知 らせ て お く 。 乗葭人員は

2 名で 同一
の 同乗者 （共同研究者）がコ ー

ス の指示、燃費改善方法の ア ドバ イ スを与える。実験は表

1 に示 した 3 つの 段階を踏んで 行う 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1 実験方法

  燃費を計測して い る こ と を被験者に は 知 ら せず、晋段通りの 運転を して も ら う。
  　燃費計に表示される瞬間燃費を被験者に見せ、燃 費が向上するように心がけて運転して もらう。
    同様に、燃費計を見ぜる と と も に燃費改善方法を同乗者が ア ドバ イス し、燃費 が 良くなるよう

　 　心がけて 運転してもらう

3　 結論 と課題

　実験は 、 前回同様、
12 月か ら 2 月にかけての平 日 1 日 3 回 （朝 ・昼 ・タ）行 っ た 。 被験者は 7 入

（前回 17 人）で データ数は 20 （前 回 48）である 。 実験   と  か ら得られ た燃料消費量 を気温及び道

路状況 （平均所要時間）で補正 して 求めた燃料消費量及び情報提供によ る向上 率を衷 2 に示す。今 回

の実験で は、 約 10％ の 燃費の 向上が見られた 。

今後は、こ うした情報提供 による燃費の 向上

が生 じた源因を シ ョ
ー トトリッ プ数 、 シ ョ

ー

トトリ ッ プの 平均加速時間等の走 行特性 によ

っ て どの 程度説明できるかを検討する。

表 2　実験結果
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情報提示前 情報提示 後

前回
燃料消費量 （L） 3．47 3．22

向上率 一 7．4％

今回
燃料消費量 （L） 1．89 1．72

向上率 一 9．9％
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